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学 位 論 ⽂ 審 査 の 要 旨 

博⼠の専攻分野の名称 博⼠（理 学） ⽒ 名  久 保 孝 太 

  主査   教 授 ⼩ 林 快 次 
   審査担当者   副査   教 授  ⼭ ⽥ 敏 弘  

副査   准教授 伊 庭 靖 弘 

学 位 論 ⽂ 題 名 

FUNCTIONAL MORPHOLOGY, DEVELOPMENTAL BIOLOGY, AND EVOLUTION OF FOOT 
MUSCULOSKELETAL SYSTEM IN THE THEROPOD DINOSAUR-BIRD TRANSITION（機能
形態と進化発生学から探る獣脚類から鳥類への進化的移行における足部筋骨格系の進化）

博⼠学位論⽂審査等の結果について（報告） 

鳥類へ至る系統では，運動に関わる四肢の劇的な進化が起き，その足部に注目すると扁平
な形態から立体的な束状形態に進化した．久保君は，この足部進化について外的要因（機能・
環境）と内的要因（発生）の両面から探った．まずコエルロサウルス類の一群・アルバレッ
ツサウルス類の新種の記載を通じ，この系統で鳥類とは独立的に束状の足部が進化したこと
を明らかにした．次にコエルロサウルス類全体で進化傾向を探り，鳥類を含めた 6系統で独
立的に束状の足部が進化し，その進化時期が白亜紀中頃に集中することを示した．さらに強
度や後肢長の解析から，束状の足部への形態進化が走行適応に関わる可能性を見出した．最
後に鳥類胚の発生解析から，発生中の足部における筋配置変化と束状の形態変化が同期する
ことを発見し，この足部形態の形成要因への手がかりを得た．これらの研究により，久保君
は鳥類や恐竜類で起きた足部の形態進化機構について明らかにした．この研究は世界的に注
⽬されるものである。よって久保君は、北海道⼤学博⼠（理学）の学位を授与される資格あ
るものと認める。 


